



後 藤 佳 且
奈良県立医科大学看護学科
Yoshikatu Goto 
Faculty ofNursing， Department ofMedicine， Nara Medical University 


















びこれに対する平成 23年 5月 17日から支払い
済みまで年 5分の割合による金員を支払え。
(2)被告は、原告二郎に対し、 668万 9174円及






れに対する平成 23年 5月 17日から支払い済み
までの年 5分の割合による金員を支払え。

























(原告ら)松夫は、平成 23年 5月 15日午前 I
時30分頃から午前 6時20分頃までの聞に、本
件ベッドから転落して頭部を強打した。







































院した際、ベッドから転落したことがあり、 81 ア 丙川が、松夫が本件ベッドから転落したのを
























葬儀費用 4万円 そうすると、松夫は、平成 23年 5月 15日午
逸失利益 325万9186円 前 1時 30分頃、本件ベッドから転落したことに
(計算式省略) より、頭部を打撲したものであり、被告は、丙川
松夫の慰謝料 350万円 らによってそのことを知ったと認めることがで
原告らの固有の慰謝料 原告各 275万、合計 き、他に上記認定を覆すに足りる証拠はない。J
550万円 四争点三について









(被告) (2)上記二 (1) によれば、乙山医師は、松夫の
ア 損害に関する原告らの主張は、否認し争う。安静度について、ベッド上体転のみとしており、






















































(裁判長裁判官北津純一 裁判官大島道 死亡事故につき、当病院の医師・看護師の (1)











いう(第 5条)J と規定する。 深夜の看護師の病室の巡回のほかに、患者の病
-56-
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J 1)が、巡回時の午前 1時 30分頃ベッド下に倒で責任を負担するか、すなわち帰責の問題である。
れている患者(松夫)を発見した。看護師の対処 医療過誤に関する医師、看護師等医療従事者の
措置について、転倒患者の頭部打撲による受傷の医療行為上の責任について、債務不履行(民法第





























































































害者に酷である。したがって、学説は、公平の観 2003年 11月 138頁





因物資の作用によって被害が生じた場合〔必要的 1983年 8月 43頁
競合〕、たとえば、 A工場、 B工場等の複数企業 5.北川 善太郎
から、有毒物質を流出させたために、近隣住民に債権各論〔第3版〕、 有斐閣 2003年 12月 263 
被害をもたらした場合、被害を直接惹起した工場 "'-'4頁
と、被害(損害)との事実的因果関係の存在を認 6. 異 野 喜 洋
定することは容易ではない。このような場合、疫スタンダード公衆衛生学、 文光堂 2003年 4
学的因果関係論を適用して、自然科学的に原因と月 111頁







病院に付添っていた長男(原告)に本訴請求に 10. 吉田:前揚書， 108頁
ついて、慰謝料 (200万円)を認められた(損害
賠償請求事件、東京地裁平玉 (7)一四二五二号、
平 8・4・15民一階臣判決、一部認容、一部棄却
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